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哲
學
研
究
　
第
宥
四
十
九
號

彙

報

　
　
　
　
　
教
育
研
究
會

　
宥
月
十
九
日
、
土
曜
、
樋
口
集
會
所
に
て
廣
島
高
等
師
範
晶
群
教
授
編
島

政
雄
氏
の
講
演
葎
聞
く
Q
氏
が
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
遣
蹟
を

廻
ら
れ
六
二
の
懐
盤
談
で
あ
っ
糞
。
引
続
き
嘉
島
教
授
及
び
新
翼
翼
の
徽
迎

茶
話
會
を
開
い
た
〇

　
六
n
月
二
十
入
日
水
膿
…
、
同
じ
く
今
生
鵜
朱
倉
晶
桝
に
て
山
研
溜
齢
府
山
払
第
「
都
第
一
實
田

馨
女
學
校
長
鈴
木
博
也
氏
の
講
話
た
聞
く
。
題
目
ぽ
本
年
よ
煽
實
施
さ
れ
六

入
學
に
つ
い
て
の
新
考
査
法
に
賛
す
る
も
の
で
あ
っ
染
。
（
高
繕
俊
梁
）

寄
贈
臨
書
（
昭
和
三
年
五
月
一
六
月
）

最
近
寄
贈
ぜ
ら
れ
た
る
面
書
な
箭
朔
に
次
に
紹
介
す
。

又
は
批
詳
ぽ
別
の
機
倉
な
期
す
。

詳
細
な
る
紹
介

　
解
脱
方
法
論
　
廣
瀬
文
豪
著
東
京
寳
文
館
獲
行

署
着
に
先
に
「
認
識
の
實
塵
「
佛
教
凝
望
論
｝
の
二
書
為
署
し
て
、
佛
数

哲
學
の
本
質
に
つ
い
て
概
論
な
試
み
、
斯
學
の
爲
に
貢
厭
さ
れ
た
。
し
か
し

佛
寂
思
想
の
理
解
ほ
概
念
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
胸
験
に
於

て
始
め
て
微
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
か
ら
、
方
法
論
の
研
究
が
佛
教
思
想
の

根
本
で
あ
る
。
こ
れ
な
忽
緒
に
附
し
て
徒
に
思
想
の
上
に
の
み
、
思
辮
な
弄

こ
0

す
う
な
ら
ば
、
そ
に
所
謂
る
凡
夫
の
智
警
で
佛
の
智
慧
た
量
ら
ん
書
す
る
が

如
毒
・
も
の
で
あ
ろ
。

　
著
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
悟
亡
に
決
し
て
超
人
間
的
な
隔
智
の
働
で
に
な

い
こ
こ
ま
で
も
人
間
的
に
徹
し
た
知
で
あ
ろ
Q
現
實
の
人
間
が
現
實
に
即
し

て
得
れ
大
智
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
悟
な
る
も
の
秘
現
實
の
入
間
が
、
空
想

で
な
く
、
確
實
に
到
趨
し
六
或
心
境
で
あ
る
暮
す
れ
ば
、
そ
の
道
程
な
彼
鑛

の
艶
紅
に
麹
っ
て
心
理
的
に
究
明
す
る
こ
ミ
に
決
し
て
木
可
能
の
事
で
に
な

い
天
台
の
止
擬
に
し
て
も
、
郡
宗
の
公
案
に
し
て
も
、
こ
れ
な
心
理
的
に
見

る
味
始
め
て
、
よ
く
了
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
れ
穿
哲
學
的
の
み
に
見
て

居
て
は
十
分
究
樹
で
・
き
な
い
オ
言
ふ
の
ば
著
者
の
根
本
思
想
で
あ
る
。
　
（
四

鵡
ハ
一
八
、
M
慣
裁
闘
）
（
蕩
思
置
乖
伽
）

　
緻
遭
鋤
唐
の
魏
徴
　
赤
池
濃
著
　
東
京
金
鶏
學
院
登
行

　
人
物
研
究
叢
刊
第
五
ミ
し
て
右
書
院
か
ら
嚢
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

七
章
よ
り
量
り
、
唐
の
太
宗
に
獄
替
の
功
な
撮
し
、
屡
々
患
諌
た
灘
め
穴
魏

徴
に
つ
い
て
研
究
し
六
も
の
で
あ
る
。
（
旧
版
、
償
武
拾
銭
）

　
　
3
5
黙
黙
論
丈
集
　
巨
獣
心
理
學
會
第
一
回
大
會
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
波
書
店
刊
行

　
我
が
國
に
於
け
ろ
心
理
學
の
糞
逮
の
輕
路
に
殿
来
の
心
理
學
説
の
導
入
に

始
り
、
つ
い
で
そ
の
研
究
法
及
び
認
識
法
な
獲
得
し
、
更
に
進
　
で
今
日
で

に
酸
接
に
心
理
現
象
た
研
究
す
る
や
う
に
な
つ
カ
。
こ
の
研
究
法
、
認
識
法
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な
獲
得
す
る
こ
ビ
に
よ
っ
て
、
始
め
受
動
的
、
摸
倣
的
で
あ
っ
六
の
が
今
や

能
動
的
創
始
的
に
大
廻
韓
す
ろ
こ
亡
が
雌
來
糞
の
で
あ
る
。

　
昨
昭
和
三
年
四
月
に
開
か
れ
れ
日
本
心
理
墨
二
曾
の
第
一
圓
大
倉
に
獲
展
さ

れ
六
毅
十
の
研
究
報
告
た
見
ろ
ぜ
、
我
が
國
心
理
學
界
の
現
在
に
お
け
ろ
嚢

逮
歌
況
た
大
超
す
る
こ
定
が
禺
來
る
。
そ
の
研
究
ぼ
頗
る
多
方
痂
に
渉
り
、

又
そ
の
内
容
も
頗
る
翌
寄
で
あ
っ
て
、
殴
来
の
心
理
學
界
ぜ
繍
封
し
て
、
劣

る
所
が
な
い
ビ
感
．
妊
ら
れ
ろ
。
蘇
に
最
近
獲
識
し
力
殴
米
の
心
理
學
に
醐
す

る
も
の
、
又
我
か
國
の
靴
倉
及
び
時
代
に
於
け
る
他
機
問
題
に
闘
…
す
る
も
の

が
多
い
。
一
に
心
理
學
そ
の
も
の
・
内
面
的
獲
逮
、
二
に
外
的
順
磨
の
聚
蓮

秘
示
す
も
の
で
あ
る
Q

　
外
に
ゑ
日
本
心
理
學
大
倉
の
報
告
認
事
が
あ
る
。
（
二
四
二
頁
菊
判
、
譲
闘
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
商
橋
）

寄
贈
雑
誌
斬
聞
（
慨
耀
ハ
）

精P藁生全墨哲東丁哲
祠，宗理　學亜需學
　　學　　　　 理

棚研　青之霧雑
學究究人宛年光学資

寄
　
贈
　
趣
　
書

昭
利
一
ご
年
山
ハ
澱
〃

同同同同同
七六七五・七
H冠月月月

　
　
同
五
月
、
六
月

　
　
同
　
六
月

昭
和
二
年
十
月

　
　
　
　
第
四
九
六
號

　
　
　
　
第
三
〇
九
號

　
箪
二
十
三
舞
第
五
號

　
　
　
第
一
巻
第
九
號

　
　
　
　
　
第
二
四
號

　
　
　
　
　
第
二
鴎
二
號

餓
剛
五
巻
第
五
號
、
第
蝦
蟹
號

　
　
　
　
　
第
一
二
號

　
　
　
第
二
巻
第
四
號

學
校
教
育

理
　
　
　
　
想

基
督
教
研
究

工信賢哲概
F濃・愈學

ア教浮評

）v育徒論想

奈
良
縣
敏
育

静
岡
縣
敷
育

武
藏
野
學
院
年
報

願
　
　
　
　
藩

昭
胴
和
ご
ご
牛
山
ハ
蒋
〃

（
成
繍
帳
査
定
並
に
入
學
新
制
度

　
　
問
題
號
）
第
一
入
○
號

　
　
同
　
七
月

　
　
同
　
七
月

　
　
同
　
六
月

中
華
雲
霞
十
七
年
二
月
心

経
瀦
ド
三
L
牛
六
月

1一同同同同同

六三｝£六六六六
月月月月月月

第
二
年
第
二
滑

第
五
巻
第
三
號

　
　
第
五
ら
號

第
一
巷
第
六
期

第
ご
巻
第
六
號

　
第
五
〇
〇
號

第
二
巻
第
六
號

　
第
一
入
三
號

　
第
三
七
四
號

　
　
　
第
七
號

第
七
年
第
六
號

帝
囲
大
畢
新
聞

京
都
帝
閥
大
學
新
聞

夢

　
昭
和
三
年
山
冗
筆
十
入
H
、
　
二
十
五
欝
、

　
日
、
九
日

昭
郵
三
年
山
鳩
月
十
・
…
獅
、
　
二
素
し
｝
n
口
、

一

七
月
二

ニ
ナ
五
日


